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ト
ラ
ン
プ
は
選
挙

前
「
大
統
領
に
な
れ

ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

を
１
日
で
終
了
さ
せ

る
」
と
豪
語
し
て
い

た
。
プ
ー
チ
ン
（
以
下
プ
氏
）・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
（
ゼ
氏
）
両
者
の

親
し
い
友
人
で
あ
り
仲
介
で
き
る

と
大
言
壮
語
し
、
プ
氏
を
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
ゼ
氏
と
握
手
さ
せ
る

と
▼
ト
ラ
ン
プ
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
欲
し
い
だ
け
で
真
の
平
和
を

希
求
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

09
年
に
受
賞
し
た
オ
バ
マ
大
統
領

に
対
抗
し
た
い
だ
け
？　

ゼ
氏
と

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
面
談
し
て
い

る
最
中
に
ロ
シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
等

で
キ
ー
ウ
の
子
ど
も
を
含
む
善
良

な
市
民
が
爆
死
し
た
。
そ
の
シ
ー

ン
の
Ｔ
Ｖ
放
送
中
に
、
ト
ラ
ン
プ

と
ゼ
氏
は
共
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な

が
ら
握
手
を
交
わ
し
て
い
た
。
見

て
い
る
方
の
気
分
が
悪
く
な
る
▼

ゼ
氏
と
プ
氏
の
仲
介
が
不
調
に
終

わ
る
と
突
然
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩

と
面
談
を
し
た
い
と
言
い
出
し

た
。
朝
鮮
半
島
の
統
一
は
そ
う
簡

単
で
は
な
い
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
半
島
で
は
古
来
、
海
と
陸
の
勢

力
が
争
っ
て
き
た
。
隋
の
煬
帝
は

高
句
麗
を
３
回
攻
め
た
が
勝
て

ず
、
逆
に
亡
ん
だ
。
唐
は
新
羅
と

組
ん
で
遠
交
近
攻
策
で
高
句
麗
を

亡
ぼ
し
た
▼
大
日
本
帝
国
陸
軍
は

北
緯
38
度
以
北
を
満
州
の
関
東

軍
、
38
度
以
南
を
陸
軍
が
管
轄
。

45
年
８
月
、
北
側
は
ソ
連
に
南
は

米
国
に
降
服
し
た
た
め
分
裂
。
38

度
線
は
当
初
日
本
陸
軍
が
引
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
共

産
主
義
に
対
す
る
ド
ミ
ノ
理
論
、

米
国
の
共
産
圏
封
じ
込
め
に
南
北

分
裂
の
淵
源
が
あ
る
。
戦
後
、
朝

鮮
半
島
は
民
族
自
決
し
て
平
和
的

に
統
一
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
頃

に
な
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
欲
し
い

一
心
で
過
去
に
米
国
が
犯
し
た
間

違
い
を
棚
上
げ
に
し
統
一
を
主
張

す
る
の
は
納
得
で
き
な
い 

（
鼻
）
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もう限界　平和と社会保障を立て直せ！もう限界　平和と社会保障を立て直せ！

９・25いのちまもる総行動９・25いのちまもる総行動

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
西宮・芦屋支部／リスクマネジメント研究会・感想文 ２面

４面研
面
究 保険診療のてびき「下痢の原因と薬物療法－下痢

止めの長期処方が続いているときに考えること－」

歯科保険請求Q&A「歯科技工士連携加算」 ３面

無床診療所（医科・歯科） １施設当たり18万円訪問看護ステーション
病院 許可病床数×４万円有床診療所（医科・歯科）

ICT機器等の導入による
業務効率化

タブレット端末、離床センサー、インカム、Web会議設備、床ふきロボット、監視カ
メラ等の業務効率化に資する設備の導入にかかる経費

タスクシフト／シェアに
よる業務効率化

医師事務作業補助者、看護補助者等の職員の新たな配置によるタスクシフト／シェア
にかかる経費

給付金を活用したさらな
る賃上げ 処遇改善を目的とした、すでに雇用している職員の賃金改善にかかる経費

　

協
会
は
９
月
６
日
に
第
34
回
日

常
診
療
経
験
交
流
会
の
プ
レ
企
画

と
し
て
、
救
急
フ
ェ
ス
タ
「
心
肺

蘇
生
法
実
技
講
習
会
」
を
県
農
業

会
館
で
開
催
。
医
師
、
歯
科
医

師
、
看
護
師
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
な

ど
82
人
が
参
加
し
、
胸
骨
圧
迫
や

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
、
気
管

挿
管
な
ど
を
実
習
し
た
。
救
急
フ

ェ
ス
タ
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
禍
を
は

さ
ん
で
６
年
ぶ
り
。

　

気
管
挿
管
は
西
宮
市
・
笹
生
病

院
の
大
井
利
彦
先
生
、
西
宮
市
・

広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
広
川
恵

一
先
生
、
中
央
区
・
神
戸
港
島
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
浅
香
の
浅

香
葉
子
先
生
が
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
は
病
院

看
護
師
、
救
急
救
命
士
ら
が
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
小
児
・
乳

幼
児
の
蘇
生
も
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た

だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
」「
数
十

年
ぶ
り
に
Ｂ
Ｌ
Ｓ
を
受
講
、
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
に
来
て
よ
か
っ

た
」「
万
一
の
時
に
役
立
て
た

い
」「
定
期
的
に
受
講
す
る
べ

き
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

※ 

第
34
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

は
10
月
26
日
開
催
（
下
記
参

照
）。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
習
が
大
好
評

実
習
が
大
好
評

第34回日常診療経験交流会プレ企画「救急フェスタ」

BLSをブラッシュアップ！BLSをブラッシュアップ！

ぜひご参加を!!ぜひご参加を!!

９月25日（木）13時～14時30分
（終了後、東京駅までパレード）
東京・日比谷野外音楽堂

ご参加希望の方は、
 ☎078－393－1807 までご連絡ください

ゲスト　ザ・ニュースペーパー
主催： 「もう限界　平和と社会保障を立て

直せ！９・25いのちまもる総行動」
実行委員会

インストラクターの手本をよく見て
気管挿管の実習　　　　　　　　　

倒れた人を見つけた場合のBLS対応を、
３人一組で本番さながらに行った　　　

第34回日常診療経験交流会

日　時　10月26日（日）　13時～15時
会　場　協会会議室（Web併用）

健康格差の縮小は可能か？健康格差の縮小は可能か？
 千葉大学名誉教授　 千葉大学名誉教授　近藤 克則近藤 克則先生先生

【Zoom参加】https://x.gd/5ajRt

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

　「最高所得層に比べ最低所得
層で、要介護認定を受ける者が
５倍も多い」。そんな健康格差
に驚いたのは、まだ日本に「先
進国の中では平等な国」という
幻想が残っていた2000年のこと
であった。発表すると多くの批
判や課題を突きつけられた。「極端な例ではないか」
「他のまちや指標でも見られるのか」「低所得だから
不健康とは限らない」。逆に「不健康だから（仕事が
続かず）所得が低いだけではないのか」「健康格差は
どんなプロセスで生まれるのか」「仮に低所得が原因
だとして、どんな対策があるのか」「放置すべきでは
ないが、健康格差は根深いから縮小など無理ではない
か」などである。25年の研究でわかったことをお話し
したい。 【近藤 記】

※ 10～12時に分科会を開催します（プログラムは本紙
10／５号に掲載予定）。あわせてご参加ください。

来
場
講
演
さ
れ
ま
す

無床診療所18万円の支援金 申請は12／１まで
　政府が人材確保や職場環境の整備のためとして実施している「生産性向上・職場環境整備等
支援事業」、兵庫県でも交付申請がスタートした。業務効率化のためのタブレット端末等の導
入や、職員のさらなる賃金改善に使用できる支援金が給付される。制度の概要を紹介する。
　なお、協会は医療機関の経営を守るため、診療報酬の期中改定やベースアップ評価料等の届
出の有無によらない財政措置を政府に対し引き続き求めていく。
対象医療機関
　2025年３月31日時点でベースアップ評価料を届出済みの無床診療所（医科・歯科）、病院、
有床診療所（医科・歯科）、訪問看護ステーション
給付額

※許可病床数が４床以下の有床診療所は18万円
対象経費（複数選択可）
経費対象期間　2024年４月１日～2026年２月28日に行った取り組み

申請方法　県のホームページからオンラインで交付申請します。（申請期限：12月１日（月））
（「兵庫県　生産性向上・職場環境整備等支援事業」と検索サイトで入力するか上の二次元コ
ードからアクセスください）
　機器の購入など、すでに支出済みの場合：交付申請と同時に実績報告の内容を入力します
（実績報告書の提出は不要です）。
　これから支出する場合：まず交付申請を行います。機器の購入など取り組み完了後に改めて
実績報告の内容を入力します（支払い等が完了した日から２週間以内。最終期限：2026年３月
２日（月））。
※ 領収書や給与明細等の添付は不要（５年間保存し、求められた際には提示できるよう適切に
管理）。
※ 紙での申請を希望される方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。
問い合わせ先　兵庫県医療機関生産性向上事務局　☎078－335－2372（平日：９時～17時）

ご不明な点につきましては協会までお問い合わせください　　
税務経営部　☎078－393－1807（平日：午前10時～12時、午後２時～５時）

支援金ホームページ

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/seisanseishien.html
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原水爆禁止2025年世界大会・広島

唯一の戦争被爆国として行動を

呉基地に停泊している潜水艦が目の前に
見られるアレイからすこじま公園　　　

参
加
記

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会
が
、
８
月
４

日
か
ら
９
日
に
広
島
市
内
・
長
崎
市
内
で
開
催
さ
れ

た
。
広
島
会
場
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
あ
わ
せ
２
６
０

０
人
、
長
崎
会
場
に
は
３
９
０
０
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
４
日
に
は
広
島
市
内
で
近
畿
反
核
医
師
懇
談

会
が
、
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
に
関
す
る
金

融
機
関
調
査
結
果
報
告
会
を
実
施
し
た
。
４
日
か
ら

６
日
の
広
島
会
場
に
は
、
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
参
与

が
参
加
。
武
村
義
人
副
理
事
長
・
広
川
内
科
の
患
者

さ
ん
た
ち
か
ら
預
か
っ
た
折
り
鶴
を
供
え
た
。
６
日

に
は
広
川
恵
一
顧
問
も
懇
意
に
さ
れ
て
い
る
西
宮
市

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
ぎ
の
家
」
の
皆

さ
ん
か
ら
折
り
鶴
を
託
さ
れ
、
広
島
を
訪
れ
た
（
左

上
写
真
）。
川
西
参
与
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

４
日
の
開
会
式
の
日
は
、
入
口

に
て
、
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が

中
心
に
取
り
組
む
「Don't Bank 

on the Bomb
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、
核

兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
）」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ

た
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
流
し
な
が

ら
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
ア
ピ

ー
ル
行
動
を
し
、
今
年
は
特
に
若

い
世
代
の
参
加
が
多
く
感
じ
た
。

　

私
た
ち
の
預
金
・
年
金
を
核
兵

器
製
造
会
社
に
貸
さ
な
い
で
、
こ

の
言
葉
は
、
兵
庫
協
会
は
も
と
よ

り
多
く
の
方
々
に
毎
年

浸
透
し
て
い
る
。
実
際

に
取
引
金
融
機
関
へ
問

い
合
わ
せ
る
方
も
増
え

た
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
声
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
、
各
金
融
機
関
も
無

視
で
き
ず
、
投
融
資
ポ

リ
シ
ー
改
善
な
ど
の
動

き
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。

　

夕
方
に
は
、
金
融
機
関
に
核
兵

器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
ポ
リ
シ

ー
を
た
ず
ね
た
近
畿
反
核
医
師
懇

談
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
会

が
、
広
島
市
内
で
行
わ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
や
関
心
の
あ
る
市
民
の

方
が
参
加
し
、
翌
日
の
中
国
新
聞

と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
報
道
さ
れ

た
。

　

参
加
さ
れ
た
音
楽
家
の
木
本
い

ず
美
さ
ん
か
ら
「
数
年
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
某
大
手
銀
行
が
核
兵
器
製
造
企

業
に
融
資
し
て
い
る
と
の
放
映
が

あ
り
、
私
は
そ
の
銀
行
の
支
店
に

行
き
こ
こ
は
広
島
で
す
よ
と
抗
議

し
、
預
金
を
全
額
お
ろ
し
ま
し

た
。
多
く
の
抗
議
の
人
が
並
ん
で

い
ま
し
た
」
と
聞
か
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
報
道
が
途
絶
え
働

き
か
け
は
消
え
て
し
ま
っ
た
と
の

こ
と
。
私
か
ら
は
、
記
者
の
皆
さ

ま
に
い
か
に
マ
ス
コ
ミ
の
力
が
大

切
か
釈
迦
に
説
法
を
し
た
。

　

核
兵
器
使
用
を
匂
わ
せ
る
国
々

が
増
え
る
中
、
少
し
で
も
こ
の
運

動
が
歯
止
め
に
な
れ
ば
と
改
め
て

感
じ
た
。

５
日

　

２
日
目
に
は
動
く
分
科
会
「
増

強
が
す
す
む
海
上
自
衛
隊
呉
基
地

調
査
行
動
」
に
参
加
し

た
。
特
徴
を
ま
と
め
る
。

・
海
上
自
衛
隊
に
は
巡
視

船
・
潜
水
艦
な
ど
各
種
艦

艇
が
約
１
４
０
艘
現
存

し
、
う
ち
45
艘
以
上
が
呉

基
地
に
配
備

・
ア
レ
イ
か
ら
す
こ
じ
ま

公
園
で
は
、
目
前
に
潜
水

艦
７
艘
が
停
泊
、
視
界
一

杯
に
駐
留
し
て
い
る
姿
が

広
が
り
、
正
直
迫
力
に
驚

い
た
。

・
空
母
化
し
た
呉
を
母
港

と
す
る
護
衛
艦
「
か
が
」
の
当
初

建
造
費
は
約
１
２
０
０
億
円
。
空

母
化
す
る
た
め
の
改
修
費
が
２
７

７
億
円
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
呉
市
の
年
間
予
算
は
１
０

０
０
億
円
だ
と
い
う
。

・
日
本
製
鉄
呉
跡
地
を
防
衛
庁
が

一
括
購
入
す
る
売
買
契
約
締
結
に

向
け
、
25
年
８
月
に
基
本
合
意
が

な
さ
れ
た
。
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
い
う
広
さ
の
土
地
に
、
民
間
施

設
も
誘
致
し
、「
複
合
防
衛
拠

点
」
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

・
呉
市
に
司
令
部
が
あ
る
在
日
米

軍
秋
月
弾
薬
廠
第
83
兵
器
大
隊

は
、
東
ア
ジ
ア
最
大
の
弾
薬
庫
群

を
管
理
し
て
い
る

・
防
衛
費
の
増
大
、
防
衛
力
整
備

計
画
の
名
の
も
と
に
新
弾
薬
庫
を

数
棟
建
造
予
定
だ
が
、
沖
縄
離
島

や
京
都
祝
園
と
同
じ
く
、
核
ミ
サ

イ
ル
も
収
納
で
き
る
形
状

　

視
察
で
は
、
熊
本
民
医
連
の
田

中
喜
久
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
の
で
、
お
礼
を
述
べ
た
い
。

　

現
在
「
防
衛
費
」（
正
し
く
は

軍
事
費
：
敵
を
殲
滅
す
る
〝
打
撃

力
〞
安
倍
晋
三
元
首
相
発
言
）
は

年
間
10
兆
円
近
く
に
膨
ら
み
、
必

要
性
の
十
分
な
検
討
も
な
い
。

　

川
﨑
重
工
・
三
菱
重
工
・
神
戸

製
鋼
な
ど
の
企
業
名
が
多
々
聞
か

れ
、
ど
こ
も
過
去
自
民
党
に
多
額

の
〝
企
業
献
金
〞
を
行
っ
た
企
業

で
あ
る
。
大
企
業
は
こ
の
気
が
遠

く
な
る
よ
う
な
金
額
の
恩
恵
を
受

け
、
そ
し
て
政
権
与
党
に
企
業
献

金
を
行
う
と
い
う
構
造
が
あ
る
。

６
日

　

被
爆
後
80
年
を
節
目
と
し
て
迎

え
た
世
界
大
会
。
閉
会
総
会
で
発

言
さ
れ
た
被
爆
者
の
田
中
聡
司
氏

（
日
本
被
団
協
代
表
理
事
）
の
言

葉
が
、
今
回
の
大
会
総
て
を
象
徴

し
た
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
同
氏

の
言
葉
を
お
借
り
す
る
。

　

「
70
年
前
最
初
の
原
水
爆
禁
止

大
会
を
思
い
出
し
ま
す
。
夜
、
農

作
業
を
終
え
た
母
が
ラ
ジ
オ
の
前

で
、
そ
っ
と
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま

し
た
。
社
会
の
片
隅
で
息
を
潜
め

懸
命
に
生
き
て
き
た
被
爆
者
が
初

め
て
表
舞
台
に
引
き
出
さ
れ
世
界

に
訴
え
た
の
で
す
。『
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
！
』」「
そ
の
後
核
兵

器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
は
車
の
両

輪
の
如
く
、
二
大
要
求
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、
分
裂
の
試
練
を
潜
り
抜

け
今
大
会
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し

た
」「
被
爆
者
の
余
命
を
心
配
す

る
前
に
…
人
類
絶
滅
が
先
か
も
し

れ
な
い
」

　

生
存
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
86

歳
に
な
り
、
次
回
の
節
目
に
は
参

加
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
終

末
時
計
が
残
り
89
秒
を
示
し
て
い

る
こ
と
、
世
界
の
一
部
の
国
で
核

兵
器
使
用
が
語
ら
れ
る
こ
と
、
核

兵
器
を
讃
え
る
政
治
家
が
日
本
に

存
在
す
る
こ
と
…
…
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
今
以
上
に
日
本
国
民
が
事
態

を
憂
い
、
世
界
の
国
々
に
発
信
す

る
べ
き
と
感
じ
た
。

　

「
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
る
核
保

有
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
１
㎜
で

も
動
か
す
こ
と
。
唯
一
の
被
爆
国

日
本
が
ま
ず
参
加
を
す
る
こ
と
」

　

こ
の
状
況
で
〝
核
兵
器
禁
止
条

約
〞
へ
の
批
准
ど
こ
ろ
か
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
も
ま
ま
な
ら
な
い

こ
と
に
強
く
危
機
感
を
覚
え
た
。

平
和
公
園
内
の
「
原
爆
の
子
の
像
」
に
折
り
鶴
を

捧
げ
た
広
川
顧
問
ご
夫
妻（
右
２
人
）・
川
西
参
与

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請

求
訴
訟
事
務
局
長
で
あ
る
佐
藤
先
生
が
講
演　

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

〝
オ
ン
資
義
務
化
は
違
憲
〞

明
確
な
論
拠
示
す

感 想 文
　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
23

日
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会
「
１
４
１
５
名
の
医
師
・

歯
科
医
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
化
の
違
法
性

『
確
認
訴
訟
』
と
は
」
を
開
催

し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸

夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
２
５
年
８
月
23
日
、
異

例
の
暑
さ
の
続
く
残
暑
の
土
曜

日
に
右
記
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
も
含
め
42
人

が
参
加
し
た
。
そ
の
内
容
と
感

想
を
ま
と
め
る
。

　

講
師
は
東
京
保
険
医
協
会
理

事
で
、
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
佐
藤
一
樹
先
生

で
あ
る
。
先
生
は
自
身
が
医
療

事
故
訴
訟
の
冤
罪
で
起
訴
さ
れ

た
経
験
か
ら
、
様
々
な
医
療
訴

訟
を
医
師
側
か
ら
応
援
さ
れ
て

い
て
、
今
や
法
律
の
専
門
家
で

も
あ
る
。

　

政
府
や
自
治
体
が
法
律
に
則

り
施
行
す
る
こ
と
を
行
政
と
い

う
。
今
回
の
裁
判
は
、
周
知
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
へ

の
急
な
変
更
に
伴
い
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
装
置
を
保
険
医

療
機
関
に
設
置
す
る
こ
と
を
義

務
化
し
た
こ
と
へ
の
裁

判
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
本
来
、
法

律
（
健
康
保
険
法
）
で

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み

で
の
被
保
険
者
資
格
確

認
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
厚
生
労
働
省
省
令

（
療
養
担
当
規
則
）
で

そ
の
方
法
の
義
務
化
を
課
し
、

か
つ
対
応
で
き
な
い
場
合
に
は

保
険
医
療
機
関
指
定
を
取
り
消

す
場
合
も
想
定
し
た
こ
と
は
、

行
政
上
、
法
律
に
基
づ
か
な
い

施
行
で
あ
り
、
違
憲
で
あ
る
と

訴
え
た
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が

医
療
に
お
け
る
医
師
の
職
業
上

の
権
利
を
制
限
し
て
い
る
と
主

張
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

行
政
上
の
不
備
が
認
定
さ
れ

れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
は
違
憲
と
な
る
。
非
常

に
卓
越
し
た
裁
判
手
法
で
あ
ろ

う
。
法
律
に
詳
し
い
先
生
な
ら

で
は
の
発
想
で
あ
り
、
内
容
を

聞
い
て
な
る
ほ
ど
と
感
心
し

た
。

　

一
方
で
、
世
間
の
耳
目
は
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
の
無
理
強
い

と
、
保
険
医
療
機
関
が
こ
の
拙

速
な
医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
き
れ

な
い
こ
と
に
集
ま
っ
た
。
し
か

し
そ
の
裏
に
は
医
療
情
報
を
新

た
な
経
済
発
展
に
利
用
し
た
い

国
と
企
業
と
の
思
惑
が
見
え
隠

れ
し
て
い
る
。

　

こ
の
動
き
に
対
し
て
先
生

は
、
医
療
情
報
漏
洩
に
関
し
て

大
き
な
危
惧
と
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
し
た
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
普
及
率
の
低
さ
か

ら
、
患
者
の
受
療
権
が
奪
わ
れ

る
と
し
て
、
当
面
、
資
格
確
認

書
を
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
配

布
す
る
こ
と
が
現
実
的
だ
と
も

説
明
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
佐
藤
先
生
。
先

生
の
活
動
に
よ
り
医
療
者
が
真

摯
に
医
療
に
取
り
組
め
る
環
境

を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願

う
次
第
で
あ
る
。

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

４
日

参与　　川西　敏雄

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

協会からの自動引落ご利用による、アフラックの「がん保険」の団体割引適用を準備
中です。ご加入されていましたら、ぜひご一報ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
 三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の皆様へ

アフラックの「がん保険」ご加入中の皆様へ
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協
会
は
８
月
９
日
〜
10
日
に
、

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
訪
問
活

動
を
実
施
。
９
日
に
は
石
川
県
七

尾
市
で
ね
が
み
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
根
上
昌
子
先
生
と
懇
談
し
、

10
日
に
は
珠
洲
市
内
の
高
屋
地
区

集
会
所
で
、「
民
族
音
楽
家　

ロ

ビ
ン
ロ
イ
ド
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
＆

こ
こ
ろ
と
身
体
の
お
話
」
を
開
催

し
た
（
８
月
25
日
号
既
報
）。
参

加
し
た
伊
賀
理
事
の
参
加
記
を
掲

載
す
る
。

　

保
険
医
協
会
の
仲
間
で
あ
る
広

川
恵
一
先
生
に
８
月
９
日
、
10
日

と
能
登
被
災
地
訪
問
に
誘
わ
れ
て

海底が隆起した珠洲市の海岸

能
登
半
島
地
震
被
災
地
訪
問

理
事　
　

伊
賀　

幹
二

将
来
の
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
の
重
要
性

―
能
登
被
災
地
訪
問
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
―

い
た
。
被
災
地
の
現
在
を
自
分
の

目
で
見
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
っ

た
が
、
遠
方
へ
の
１
泊
２
日
の
訪

問
に
は
私
の
体
力
の
自
信
が
な
く

前
日
ま
で
躊
躇
し
て
い
た
。
し
か

し
、
広
川
先
生
が
私
の
背
中
を
押

し
た
と
い
う
よ
り
、
引
っ
張
っ
て

く
れ
た
と
い
う
感
じ
で
行
く
こ
と

が
で
き
た
。
訪
問
中
、
私
に
気
遣

っ
て
い
た
だ
い
た
事
務
局
を
は
じ

め
同
行
の
メ
ン
バ
ー
に
は
感
謝
し

て
い
る
。

　

営
業
開
始
で
き
な
い
和
倉
温
泉

の
「
多
田
屋
」
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
枠
で
宿
泊
し
た
。
食
事
と
風
呂

な
し
で
あ
っ
た
が
、
部
屋
は
美
し

く
窓
か
ら
の
海
の
眺
め
は
す
ば
ら

し
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
美
し
い
ホ
テ
ル
の
周
り
の
護
岸

は
倒
壊
し
、
復
旧
の
た
め
の
工
事

を
し
て
い
た
。
建
物
の
崩
壊
が
主

で
あ
っ
た
震
災
と
違
い
、
加
え
て

の
地
盤
の
変
化
は
、
復
興
を
困
難

に
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の
２

日
間
、
頻
回
な
車
の
上
下
の
ゆ
れ

か
ら
、
見
た
目
に
は
平
ら
で
あ
っ

て
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
地
盤
が
上

下
し
て
い
る
こ
と
を
体
感
し
た
。

　

翌
日
、
被
災
が
大
き
か
っ
た
珠

洲
市
を
訪
問
し
、
ロ
イ
ド
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
。
震
災

後
の
福
島
と
同
じ
く
、
こ
こ
は
過

疎
で
あ
る
た
め
に
、
復
興
す
る
に

は
若
者
に
魅
力
が
あ
る
産
業
が
な

い
と
不
可
能
の
よ
う
に
思
え
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
30
人
ほ
ど
の
多

く
は
高
齢
で
あ
り
、
近
く
の
仮
設

住
宅
の
方
で
あ
っ
た
。
仮
設
住
宅

に
は
最
大
で
３
年
住
む
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
後
は
別
の
住
宅
に

移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
住
宅
の
建
て
る
場
所
が

　

協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
、
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
開
業

保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療
法

制
研
究
会
。
８
月
28
日
、
第
56
回

研
究
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催

し
、
５
人
が
参
加
し
た
。
與
語
信

也
弁
護
士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

・
保
険
証
廃
止
問
題
に
関
連
し
、

厚
労
省
は
本
年
６
月
27
日
、
２
０

２
６
年
３
月
末
ま
で
の
取
り
扱
い

と
し
て
、
期
限
切
れ
の
保
険
証
の

決
に
は
な
ら
ず
、
改
め
て
当
研
究

会
で
は
、
資
格
確
認
書
の
無
条
件

交
付
等
根
本
的
解
決
方
法
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が

み
を
持
参
し
た
患
者
に

つ
い
て
10
割
負
担
を
求

め
ず
、
３
割
等
一
定
の

負
担
割
合
を
求
め
て
レ

セ
プ
ト
請
求
を
行
う
こ

と
と
す
る
運
用
を
「
暫

定
的
な
対
応
と
し
て
差

し
支
え
な
い
」
と
す
る

事
務
連
絡
を
発
出
し
ま

し
た
。

　

患
者
が
持
参
し
た
保

険
証
の
期
限
が
切
れ
て

い
て
も
当
面
は
保
険
請

求
で
き
る
と
す
る
重
要

な
内
容
で
は
あ
り
ま
す

が
、
問
題
の
根
本
的
解

輪
番
で
担
当
し
て
い
る
リ
ー
ガ
ル

コ
ラ
ム
の
次
回
テ
ー
マ
と
し
て
、

医
院
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

場
合
に
配
慮
す
べ
き
法
的
問
題
点

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
昨
今
ま
す
ま
す
有
用
性
が
着

目
さ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
で
す
が
、

一
方
で
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
裁
判

例
も
多
数
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

法
律
上
の
論
点
を
解
説
す
る
予
定

で
す
。

　

そ
の
他
、
当
研
究
会
で
は
、
個

別
指
導
対
策
を
解
説
す
る
動
画
制

作
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
可
能
な

限
り
端
的
で
わ
か
り
や
す
く
、
か

つ
実
際
の
指
導
現
場
を
正
確
に
再

現
で
き
る
よ
う
な
動
画
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

與
語　

信
也
】

参 加 記

や
っ
と
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
た
。
し
か
し
震
災
か
ら
３
年

後
の
２
０
２
７
年
に
は
ま
だ
完
成

し
て
い
な
い
可
能
性
は
あ
り
、
そ

の
時
点
で
の
彼
ら
に
住
宅
の
保
証

は
な
い
。
私
が
彼
ら
の
立
場
な
ら

と
て
も
不
安
に
思
う
だ
ろ
う
と
強

く
感
じ
た
。

　

医
師
に
と
っ
て
は
患
者
の
不
安

を
と
る
こ
と
が
、
特
に
開
業
医
の

立
場
で
は
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

同
じ
よ
う
に
仮
設
住
宅
の
人
た
ち

の
不
安
を
な
く
す
こ
と
は
行
政
の

重
要
な
役
目
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

行
政
が
縦
割
り
で
は
な
く
、
復
興

に
関
す
れ
ば
課
を
こ
え
た
権
限
を

与
え
、
最
低
５
年
は
移
動
さ
せ
な

い
責
任
者
を
任
命
し
、「
ど
ん
な

こ
と
に
な
っ
て
も
３
年
後
の
住
居

を
保
証
し
ま
す
」
と
一
言
言
え
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
そ
の
よ
う

な
行
政
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要

だ
ろ
う
。

報

告

保険診療法制研究会

資格確認書の
　無条件交付を

個別指導対策の解説動画の準備も進められている

〈歯科技工士連携加算〉 要届出

歯科保険請求
160

Ｑ　院内または院外の歯科技工士との連携を評価した歯科技工士連携加算（歯
技連）について教えてほしい。
Ａ　施設基準の届出が必要です。対面の場合は、歯技連１・60点（25年３月ま
では50点）、ICT（情報通信機器）を用いた場合は、歯技連２・80点（25年３月
までは70点）を印象採得、咬合採得、仮床試適の所定点数に補綴物単位で１回
に限り算定します。
　協会は、算定要件の改善と点数引き上げを厚労省に要請しています。

① 前装MC、前装TiC、前歯部の歯CAD製作にあたって
　印象採得を行う際に、歯科医師が歯科技工士とともに、その補綴物の製作に
かかる色調採得および口腔内の確認などを行った場合に歯技連１または２を加
算。（口腔内カラー写真は０点）
　複数の対象補綴物の製作にあたり、同日に印象した場合１回に限り算定す
る。例／１１前装MCなど
② ６歯以上のブリッジ製作にあたって
　咬合採得を行う際に、歯科医師が歯科技工士とともに、その補綴物の製作に
かかる咬合関係の確認や口腔内の確認などを行った場合に歯技連１または２を
加算。
③ ９歯以上の部分床義歯または総義歯の製作にあたって
　咬合採得または仮床試適の際に、歯科医師が歯科技工士とともに、その補綴
物の製作にかかる咬合採得（咬合関係の確認や口腔内の確認など）または仮床
試適（咬合関係の確認や口腔内の確認および義歯の辺縁形態や人工歯の配列位
置）を行った場合いずれかに、歯技連１または２を加算。
　たとえば、総義歯を上下同時に製作する場合、上顎・下顎それぞれにいずれ
か１回限りの算定。：「BT時に上顎×１下顎×１」または「TF時に上顎×１下
顎×１」のいずれかで算定。または「上顎義歯はBT時に算定し、下顎義歯は
TF時に算定する」ことも可能。
※口腔内の確認を行った歯科技工士が補綴物の製作まで行うことが想定される
が、口腔内の確認を行った歯科技工士からその補綴物の情報提供を十分に受
け、歯科技工士同士連携したうえでその補綴物を製作する場合でも加算は算定
できる。

●歯科技工士連携加算対象一覧表

対象補綴物 imp BT TF

冠 前歯部の前装MC・
前装TiC・歯CAD ○ － － 対面　60点

または
ICT　80点

※製作物につき
１回限り

ブリッジ ６歯以上 － ○ －

義歯 FDまたは
９歯以上のPD － ○

●歯技連１・２に係るカルテ記載

・確認内容
・ その保険医療機関の歯科技工士以外が行う場合
は歯科技工士が所属する歯科技工所名

仮設住宅の人たちが集まって、　
健康の話を聞き、音楽を楽しんだ

hyogo-hok@doc-net.or.jp、
☎078－393－1817組織部まで

勤務医の先生方へ

住所・勤務先変更は住所・勤務先変更は
協会までご連絡を協会までご連絡を

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
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東　
　

隆
名
先
生

準
会
員　

外
科

７
月
２
日 

享
年
74
歳

溝
口　

貴
裕
先
生

明
石
市　

内
・
循
内
科

８
月
31
日 

享
年
58
歳

濵
野　

武
史
先
生

垂
水
区　

外
・
胃
腸
科

８
月
20
日 

享
年
79
歳

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

勤務医のための開業実現セミナー

理想の歯科医療を実現する新規開業理想の歯科医療を実現する新規開業
日　時　10月５日（日）10時～12時　　会　場　協会会議室
参加費　会員2000円、会員外6000円　※当日入会の場合、2000円

第１部　私の開業体験「開業医の診療と経営の実際」
　　　　10：00～　ヨット歯科医院（明石市）院長　山本　雄介先生

第２部　開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント
　　　　11：00～　エニータイムヘルスケアコンサルティング（株）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 マネージャー　細羽　雄太氏
※参加者には保険医協会監修「新規開業医の手引き」を無料進呈
※個別相談を希望の方はお申し出ください。対応させていただきます。
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 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第２１１２号 （４）２０２５年(令和７年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－778－
兵庫県立はりま姫路総合医療センター院長 木下　芳一先生講演

下痢の原因と薬物療法
－下痢止めの長期処方が続いているときに考えること－

はじめに
　下痢とは便の中の水分量が増加し
た状態を示し、便中水分量が80％を
超えると泥状便となり、90％を超え
ると水様便となる。下痢では排便回
数も増加することが多い。
　下痢は３～４週間以内に下痢状態
が寛解する急性下痢と、３～４週間
以上にわたって継続する慢性下痢に
分けることができる。急性下痢と慢
性下痢ではその原因が異なり、対処
法も違ってくる。

急性下痢
　急性下痢の原因は腸管感染症、薬
剤性、食物に対するアレルギー、中
毒、暴飲暴食などが多い。
　最も頻度が高いものは腸管感染症
で薬剤性のものがこれに続く。腸管
感染症には細菌性のものとウイルス
性のものがあるが、細菌感染は大腸
や回盲部に起こりやすく、ウイルス
感染は小腸に起こりやすい。このた
めカンピロバクターなどの細菌感染
性下痢は、大腸の損傷に伴って下痢
が起こり下痢便の量は少なく血便を
伴うことがある。腹痛や発熱症状が
強く、反対に嘔気・嘔吐の症状は弱
い。一方、ノロウイルスなどウイル
ス感染では下痢便の量が多く、腹痛
や発熱は弱く血便もない。嘔気・嘔
吐の症状は強い。このように腸管感
染症による下痢では症状や便性状に
よって原因病原微生物を推定するこ
とが可能である。日本ではカンピロ
バクターが最も多い感染性下痢の原
因であると報告されている。
　感染性下痢に次いで薬剤性の急性
下痢が多い。抗がん剤や抗菌薬、免
疫抑制薬などは下痢の原因となりや
すいことがよく知られている。ただ
し、これら以外にも多くの薬剤が下
痢の原因となり、薬剤の副作用の７
％は下痢であるとする報告がある。
　急性下痢の治療では下痢に伴う脱
水や電解質バランスの異常を補正し
つつ原因を迅速に同定し、原因を取
り除くことが治療の基本となる。不
用意に下痢止めを投薬すると、下痢
によって腸管内の有害物質を排出す
るというヒトの自己防衛機能を低下

させることになり、感染性下痢であ
った場合には病原微生物や毒素を腸
管内に長時間滞留させることになる
ため注意が必要である。

慢性下痢
有病率と原因

　下痢症状が３～４週間以上継続す
る慢性下痢の有病率は１～５％程度
と報告されており、慢性便秘よりは
少ないがよく経験する病態である。
慢性下痢の原因は急性下痢よりも複
雑で多種類の原因が考えられる。
　さらに、慢性下痢の原因となる疾
患には厚生労働省の指定難病や腫瘍
性疾患が多く含まれており、その対
応には迅速性と正確性が求められる
（表）。重篤な経過をとりうる原因
疾患を見落とさないために、慢性下
痢の診療においては注意深い鑑別診
断が必要で、一般的な治療に反応し
ない場合は専門医にコンサルトする
ことが望ましい。

薬剤起因性慢性下痢

　慢性下痢の原因の中で薬剤起因性
下痢は重要である。実際、慢性下痢
症の４％は薬剤起因性のものである
と報告されており、慢性下痢患者の
25人に１人は薬剤が原因となってい
る。 非ステロイド性抗炎症薬
（NSAIDs）、プロトンポンプ阻害薬
（PPI）、アンギオテンシンⅡ受容体
拮抗薬（ARB）などは顕微鏡的大腸
炎を起こし下痢の原因となることが
ある。山梔子を含む加味逍遙散など
の漢方薬は腸間膜静脈硬化症の原因
となり下痢や腹痛の原因となること
がある。
　消化管運動機能改善薬やプロスタ
グランディン製剤も下痢を起こしや
すい。薬剤以外にもアルコール飲
料、キシリトールやソルビトール、
玉ねぎやニンニクなどFODMAPsを
多く含む食品も下痢を起こしやす
い。

内視鏡検査が有用な慢性下痢

　慢性下痢の原因が病歴や身体診
察、便・血液検査などを行っても確
定できない時には大腸内視鏡検査が
行われることが多い。ただし、大腸

内視鏡検査で慢性下痢の原因が確定
するのは５～31％程度であると報告
されており、決して高いものではな
い。慢性下痢の原因としてクローン
病や潰瘍性大腸炎などは内視鏡検査
で異常が見つかることが多い。一
方、好酸球性胃腸炎や顕微鏡的大腸
炎、アミロイドーシスなどは内視鏡
検査で異常が同定されることは少な
いが、腸管粘膜の生検診断を併用す
ると診断を確定しやすい。

画像診断が有効な慢性下痢

　下痢型過敏性腸症候群、胆汁性下
痢症、慢性膵炎、VIPomaや甲状腺
機能亢進症などの内分泌性下痢では
大腸内視鏡検査を実施し、さらに生
検を実施しても異常を見出すことは
できない。
　一方、CT、MRI、超音波検査など
の画像診断を行うと慢性下痢の原因
が確定することがある。慢性下痢の
原因確定のための画像診断の有用性
は４％程度であることが報告されて
おり、慢性膵炎やVIPomaなどでは
有効な検査となると考えられる。

下痢型過敏性腸症候群と
胆汁性下痢

　便・血液検査、大腸内視鏡検査と
生検、CTなどの画像診断を行って
も異常が明確でない慢性下痢の患者
では下痢型過敏性腸症候群と診断さ
れることが多い。ところが、下痢型
過敏性腸症候群と診断された患者の
約30％は下痢型過敏性腸症候群では
なく胆汁性下痢であることが報告さ

れている。
　下痢型過敏性腸症候群では腹痛が
強いが、胆汁性下痢では腹痛はそれ
ほど強くはない。胆汁性下痢の病態
は回腸終末部での胆汁酸の再吸収が
低下し、胆汁酸が大腸に大量に流入
することにある。再吸収障害のため
に胆汁酸の腸肝循環による再利用が
できなくなり肝臓での胆汁酸の新生
が亢進し、大腸内への胆汁酸流入が
ますます増加する。大腸内へ流入し
た胆汁酸は水分分泌と蠕動運動を亢
進させ下痢を引き起こす。胆汁性下
痢の有病率は一般人口の１～２％程
度であると報告されている。胆汁性
下痢はコレスチラミンやコレスチミ
ドなどの胆汁酸吸着薬を内服するこ
とで１週間以内に下痢症状を消失さ
せることが可能で、治療可能な慢性
下痢として重要である。

まとめ
　慢性下痢はその原因が多様であ
り、厚生労働省指定難病や悪性疾患
が下痢の原因となることも少なくな
い。さらに、慢性下痢の４％は薬剤
起因性のものであり、正確な原因の
同定が重要である。大腸内視鏡検査
を行って異常がなくても生検診断を
併用すれば好酸球性胃腸炎や顕微鏡
的大腸炎は確定診断に至りやすい。
各種検査で異常が見つからない場合
には下痢型過敏性腸症候群に加えて
胆汁性下痢を忘れないことが重要で
ある。
 （６月21日、薬科部研究会より）

慢性下痢の原因
１．慢性感染症
　 アメーバ赤痢、ランブル鞭毛虫、腸結核、AIDS腸炎、エルシニア腸炎、CMV、Cap polyposis（ヘリコ
バクター・ピロリ感染？）、SIBO、糞線虫、サイクロスポラ、など
２．炎症性腸疾患
　 クローン病、潰瘍性大腸炎、好酸球性胃腸炎、ベーチェット病、セリアック病、顕微鏡的大腸炎、大腸
憩室症（diverticular associated colitis）、radiation enteritis、monogenic IBD（XIAP欠損症、慢性肉芽
腫症、LRBA欠損症、IL10受容体遺伝子異常、CEAS、A20ハプロ不全症、他）など
３．腫瘍
　 大腸癌、悪性リンパ腫、VIPoma、somatostatinoma、gastrinoma、systemic mastocytosis（c-KIT gene 
mutation etc）、など
４．吸収不良症候群
　慢性膵炎、乳糖不耐症、ダンピング症候群、など
５．過敏性腸症候群、機能性下痢
６．薬剤性、食物性
　消炎鎮痛剤、胃薬、高血圧の薬、抗生物質、漢方薬、アルコール飲料、キシリトール、など
７．その他
　 甲状腺機能亢進症、糖尿病、他の内分泌疾患、アミロイドーシス、放射線腸障害、胆汁性下痢、胆嚢摘
出後、overflow diarrhea、遺伝性血管性浮腫、Alpha-Gal syndrome、その他

STOP!
命を奪う政治命を奪う政治　　オール近畿アクション2025オール近畿アクション2025

2025年11月1日（土）15：00～
大阪・難波御堂筋ホール b2ホール

 〒542-0076 大阪市中央区難波4-2-1 難波御堂筋ビルディング

「若い人たちと共に考える社会保障」
 講師：佛教大学准教授　長友 薫輝氏

薬の保険外し、病院がなくなる…

長友ゼミナール特別企画

Ｊ
Ｒ
難
波
駅

● Osaka Metro御堂筋線「なんば」駅
・中改札から徒歩1分。
　13号出口直結。
● なおJR、南海、近鉄、阪神でお越しの
場合も地下からお越しいただき、13
号出口をご利用ください。

● 参加お申込みは、☎078－393－1807、もしくは上記
二次元コードから

最新情報を随時ホームページに
アップしていきます
近畿総決起

ぜひご参加
ください

医療・社会保障
改善求めて
集まろう



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第２１１２号



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１１２号２０２５年(令和７年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行) （６）


